
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ＩＤＥ接続マニュアル 

IAR Systems編 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright © 2014-2017 Sohwa & Sophia Technologies Inc. 
 
 
 

No. J090966-04 
 



 

2 / 15 
Universal Probe IDE 接続マニュアル - IAR Systems 編 

目 次 
 

注意事項 ............................................................................. 3 

使用上の注意 4 

略語・用語・記載ルール ............................................................. 5 

1. 準備 .............................................................................. 6 

1.1. システム要件およびソフトウェアのインストール方法 ..........................................................................6 
1.2. IAR Embedded Workbench の起動方法 .............................................................................6 
1.3. プローブの接続方法 ..........................................................................................................7 

2. IAR Embedded Workbench for ARMでのデバッグ手順 ............... 8 

2.1. プロジェクトを開く ..............................................................................................................8 
2.2. プログラミング、Make を行う ..................................................................................................8 
2.3. デバッグアダプタの設定をする .................................................................................................9 
2.4. デバッグする .................................................................................................................. 11 

3. ホットプラグ デバッグ ......................................................... 12 

改訂履歴 ........................................................................... 14 

製造者情報 ........................................................................ 15 

 



 

3 / 15 
Universal Probe IDE 接続マニュアル - IAR Systems 編 

 

注意事項 
 
このたびは株式会社 Sohwa & Sophia Technologies製「Universal Probe」をお買い上げいただき、誠にありがとう
ございます。本書に記載されている注意事項などを正しくご理解のうえ、お使いいただきますようお願い申し上げます。 
 
 
1. 本書に記載の製品及び技術で、『外国為替及び外国貿易法』に該当するものを輸出する時、又は、国外に持ち出す時は、

日本政府の許可が必要です。 
2. 本書に記載されている製品は、一般電子機器(事務機器、通信機器、計測機器、家電製品など)に使用されることを意図

しております。特別な品質、信頼性が要求され、その故障や誤動作が直接人命を脅かしたり、人体に危害を及ぼしたりする
恐れのある特定用途機器(自動車・鉄道・船舶・航空・宇宙用機器、交通機器、燃焼機器、安全装置、医療機器、イン
フラ機器、原子力など)には使用しないでください。もしこれらの機器でご使用になる場合は、お客様の責任のもとでご使用く
ださい。 

3. 本書の内容の一部または全部を当社の文書による承諾なしに、無断で転載することは固くお断りいたします。 
4. 本書に記載の内容は、将来予告なしに変更される場合があります。 
5. 本書に記載の仕様は、お客様の環境、測定条件によって異なる結果が得られる場合があります。 
6. 運用した結果の影響について、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 
7. 本書に記載の「使用上のご注意」は、使用者や他者への危害と財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくため

の重要な注意事項です。ご使用になる前に必ずお読みください。 
8. 本書に記載されている製品名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 
 
 
 
 
 

 
連絡先は 株式会社 Sohwa & Sophia Technologies のホームページでご確認ください。 
URL > http://www.ss-technologies.co.jp 

 
 
 
 
 
 

http://www.ss-technologies.co.jp/
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使用上の注意 
 

 

下記の注意を守らないと人が死亡する、または重傷を負う可能性があります。 

  

 
強制 

本製品に仕様で規定した範囲外の電源電圧を加えないでください。 
範囲外ので電源電圧を加えると、破損・火災の恐れがあります。 

 
強制 

アース端子が付いているターゲットに使用する場合は、ターゲットや周辺機器のアースを確実に接続してくださ
い。機器の故障や感電の恐れがあります。 
また、ガス管にアース端子をつながないでください。火災や爆発の原因になります。 

 
禁止 

本製品に接続した機器を取り付けたまま持ち運ばないでください。 
特にケーブルはプラグを持って抜き差ししてください。ケーブルが破損し、火災・感電の恐れがあります。 

 
禁止 

ケーブルを取り扱う場合は次の点を守ってください。「傷つけない」「加工しない」「無理に曲げない」「ねじらな
い」「引っ張らない」「物を載せない」「加熱しない」「熱器具に近づけない」「濡れた手で触らない」。 
これらを守らないと火災・感電の恐れがあります。 
もしケーブルが破損した場合、そのケーブルの使用を中止してください。 

 
禁止 

雷が鳴りだしたら、電源プラグに触れないでください。感電の原因となります。 
落雷により製品が破損したと思われる場合は、本製品の使用を中止してください。 

 
禁止 

ステープラの針、クリップなどの金属を内部に入れないでください。火災・故障の恐れがあります。 

 
禁止 

直射日光の当たる場所、熱器具の近く、極端な高温環境、極端な低温環境、振動の激しいところ、金属
や油を含むほこりの多い場所、スパイク系のノイズが発生する場所で使用したり、放置しないでください。 
また、強い衝撃を与えないでください。 

 
分解禁止 

分解・改造・修理しないでください。火災・感電の恐れがあります。 

 
水濡れ禁止 

風呂場やコップの近くなど、液体のある場所、湿気の多い場所では使用しないでください。  
感電する恐れがあります。 
液体が本製品内部に入った場合はすぐに電源を切り、使用を中止してください。 

 
注意 

通電中の本製品に長時間触れていると低温やけどになる恐れがあります。 
また、本製品を布団などで覆った状態で使用しないでください。 

 
プラグを抜く 

もし、異常なにおい・異常な音・発煙・発火した場合、または落としたり、強い衝撃を与えたりして破損、破
損した恐れのある場合は、すぐに電源を切ってください。そのまま使うと重大な事故を起こす可能性があります
ので、使用を中止してください。 
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略語・用語・記載ルール 
本書で使用する略語・用語や記載ルールについて説明します。 
 

 数値について … 特に記載がない限り、数値はすべてプラスの値とします。 
 K(大文字) … 210=1024 を表します。(例：16K=16384) 
 k(小文字) … 1000 を表します。(例：1kHz=1000Hz) 
 [xxxxx] … xxxxx というウィンドウタイトルを示します。 
 <xxxxx> … xxxxx というウィンドウ内の項目名を示します。 

 
 
 
本書で使用する注釈・注意点などについては Figure 1 の通りです。 
 
 
 

 情報の参照先を表します。 

 
 

 補足情報を記載します。 

 
 

 注意事項を記載します。かならずお読みください。 

 
 

Figure 1 
 
 
略語・用語の解説は Table 1 の通りです。 
 

Table 1 

略語・用語 説明 

本製品 Universal Probe 本体・付属品を含むもの。 

プローブ Universal Probe 本体のこと。 
 
 



 

6 / 15 
Universal Probe IDE 接続マニュアル - IAR Systems 編 

 

1. 準備 
 

 

各ソフトウェアのバージョンやダウンロード URL は本書作成時点のものです。 
お客様が環境構築する時のバージョン、ダウンロード URL、互換性、画面の構成などは、当社が保証するものではあり
ません。 

 
 

1.1. システム要件およびソフトウェアのインストール方法 
 
システム要件およびソフトウェアのインストール方法については IAR Systems 社のホームページやマニュアルなどをご確認ください。 
 
 

1.2. IAR Embedded Workbenchの起動方法 
 
スタートメニューやデスクトップ上などにある IAR Embedded Workbench for ARM のアイコンをクリックし、ソフトウェアを起動しま
す。起動すると以下の様な画面が表示されます。 
 

 

Figure 2 
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1.3. プローブの接続方法 
 
IAR Embedded Workbench for ARM を起動した後、プローブを PC に接続します。 
次に、プローブ付属のフラットケーブルでプローブとターゲットを接続してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 3 
 
 
その他詳しい扱い方は、「Universal Probe ハードウェア・ユーザーズ・マニュアル」を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ターゲット 

フラットケーブル  
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2. IAR Embedded Workbench for ARM でのデバッグ手順 
 

 

IAR Embedded Workbench for ARM でデバッグを行うためにはプローブのファームウェアを Firmware 
Selector で「CMSIS-DAP ファームウェア」に書き換えておく必要があります。 
詳しくは「Universal Probe ソフトウェア・ユーザーズ・マニュアル - Firmware Selector」を参照してください。 

 

2.1. プロジェクトを開く 
 
既存のワークスペースを開く、もしくは新規でワークスペースを作成します。 
 

 メニューから File → Open → Workspace を選択し、プロジェクトを開きます。 
 メニューから Project → Create New Project を選択し、プロジェクトを新規作成します。 

 
 

2.2. プログラミング、Make を行う 
 
プログラムを記述し、Make を実行してバイナリファイルを作成します。 
ターゲット CPU の設定などは IAR Systems 社のホームページやマニュアルなどを参照してください。 
 

 
Figure 4 
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2.3. デバッグアダプタの設定をする 
 
1) プロジェクトファイルを右クリックし、コンテキストメニューから Options を選択します。 
 

 
Figure 5 

 
2) [Options for node XXX]ウィンドウ左側の Category リストから<Debugger>を選択し、<Driver>のドロップダウンか

ら「CMSIS DAP」を選択します。 
 

 

Figure 6 
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OK 
3) <Debugger>の項目の中にある、<CMSIS DAP>を選択し、リセットの設定やインターフェース(JTAG/SWD)の選択を

行い、         ボタンを押します。 
 

 

Figure 7 
 
 

 

IAR Embedded Workbench for ARM Version 7 は CMSIS-DAP の JTAG に非対応です。 
必ず SWD を選択してください。 
(IAR Embedded Workbench for ARM Version 8 は JTAG に対応しています) 

 

 

IAR Embedded Workbench for ARM Version 8 の場合、インターフェース速度の選択は無視されます。 
プローブ接続直後のデバッグでは 10MHz で動作し、2 回目以降のデバッグは約 1MHz で動作します。 
(IAR Embedded Workbench for ARM Version 7 では選択した速度以下で出来るだけ高い周波数で動作し
ます) 

 

 
・ デバッグ開始時にリセットしない → 「3. ホットプラグ デバッグ」 の(3)を参照ください。 
・ バイナリデータをダウンロードしない → 「3. ホットプラグ デバッグ」 の(4)を参照ください。 
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2.4. デバッグする 
 
Figure 8 で示す(A)のボタンを押すと、バイナリファイルのダウンロードとデバッグセッションが開始されます。 
 

 
Figure 8 

 
 
 
 
 

A 
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3. ホットプラグ デバッグ 
ターゲットが動作中の状態でプローブを接続(ホットプラグ)したい場合は、デバッグセッションを開始するときに実行中のターゲットへア
タッチする設定が必要です。 
 

 
必ず動作中のターゲットに接続できるわけではありません。 
ホットプラグができるかはお客様自身で事前にご確認ください。 

 
 
1) ターゲットに書き込まれているバイナリデータを生成したプロジェクトファイル開きます。 

 
2) プロジェクト名を右クリックし、コンテキストメニューから Options を選択します。 
 

 
Figure 9 

 
3) [Options for node XXX]ウィンドウ左側の Category リストから<Debugger>を選択し、「Download」タブの

<Attach to running target>にチェックを付けます。リセットせずにデバッグセッションが開始されます。 
 

 

Figure 10 
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4) Figure 11 で示す(A)のボタンを押すと、バイナリデータをダウンロードせずにデバッグセッションが開始されます。 
 

 
Figure 11 

 
 

 
ホットプラグ デバッグは、RAM へプログラムを書き込んだ状態でも可能ですが、Flash メモリへ書き込んだ状態で行うこ
とを推奨します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 
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改訂履歴 
 

版数 改訂日 改訂内容 

01 2014/09/11 初版。 

02 2014/11/17 誤記修正。 

03 2017/03/31 会社情報を更新。 

04 2017/05/15 「2.3. デバッグアダプタの設定をする」に IAR Version 8 の場合の注意事項を追記 
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製造者情報 
 

 
 

株式会社 Sohwa & Sophia Technologies 
 
 

 

[本社] 
〒215-8588 
神奈川県川崎市麻生区南黒川 6-2 
ホームページ： http://www.ss-technologies.co.jp 

 
 
 
 
 

http://www.ss-technologies.co.jp/
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